
華

厳

の

礼

懺

行
願
思
想
を
中
心
に

吉

田

剛

花

園

大

学

一

は

じ

め

に

日
本
語
で

い
の
る

と
は
、

宣
る

す
な
わ
ち

言
あ
げ

す
る
こ
と
で
、

い

は
そ
の
接
頭
語
で
あ
る
か
ら
、
心
の
奥
底
か
ら

発
起
す
る

願
い

や

決
心

な
ど
を
或
る
対
象
に
向
か
っ
て
声
に
出
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
と
定
義
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
は

い
の
り

と
い
う
語
を
一
先
ず
心
の
中
に
生
じ
た
願
い
や
決
心
の

表
出

と
い
う
意
味
で
解
し
、
礼
懺
儀
を
例
に
と
っ
て
進
論

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

仏
道
修
行
者
に
と
っ
て
究
極
的

祈
り

・

願
い

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
悟
り
を
開
き
解
脱
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
大
乗

仏
教
に
お
い
て
は
、
一
切
衆
生
の
済
度
が
重
視
さ
れ
、
自
ら
の
積
徳
や
悟
り
（
自
利
）
と
衆
生
済
度
（
利
他
）
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に

あ
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
必
然
的
に
い
わ
ゆ
る
現
世
利
益
も
含
ま
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
利
他
行
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
現
世
利
益
と

し
て
、
当
病
平
癒
・
身
体
健
全
・
除
災
招
福
・
家
庭
円
満
・
事
業
発
展
な
ど
個
人
的
規
模
か
ら
、
伽
藍
護
持
・
五
穀
豊
穣
・
玉
体
安
穏
・

国
家
安
泰
・
世
界
平
和
な
ど
国
家
的
規
模
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
利
益
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
が
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
回
向
が
重

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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要
に
な
っ
て
く
る
。

回
向
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
自
利
的
側
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
我
々
は
菩
提
心
を
発
し
て
修
行
に
踏
み
き
る
際
、
ま
ず

そ
の
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
こ
に
至
る
過
程
で
待
ち
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
苦
難
を
克
服
し
て
、
所
立
の
目
標
を
必
ず
や
成
就
せ

ん
と
誓
願
を
立
て
、
而
る
後
に
実
践
す
る
。
も
し
仮
に
、
実
践
に
お
い
て
正
し
い
誓
願
を
欠
く
な
ら
ば
、
い
つ
し
か
方
向
を
見
失
う
危
険

性
が
常
に
存
し
、
ま
た
、
そ
の
誓
願
が
確
固
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
大
き
な
効
果
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
意
志

も
や
が
て
萎
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
誓
願
の
み
で
実
践
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
空
論
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
ど
ち
ら
も
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

１
あ
る
。

大
乗
仏
教
徒
に
よ
る
誓
願
は
、

華

經

入
法
界
品
に
示
さ
れ
る
普
賢
の
十
大
願
王
が
重
要
な
一
つ
の
模
範
と
な
る
が
、
そ
の
内
容

は
利
他
行
を
柱
と
し
て
お
り
、
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
の
大
乗
精
神
を
よ
く
表
明
し
て
い
る
。

当
報
告
で
は
、

い
の
り

の
行
為
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
華
厳
の
礼
懺
を
例
に
と
り
、
そ
の
効
果
と
意
義
に
つ
い
て
、
華
厳
系
礼
懺

儀
の
思
想
的
支
柱
と
な
る
行
願
思
想
を
中
心
に
自
利
・
利
他
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
検
討
し
、
更
に
華
厳
系
礼
懺
儀
の
特
徴
と
歴
史
を
確
認

し
、
そ
の
現
代
的
意
義
を

察
す
る
糧
と
し
た
い
。

二

行

願

思

想

入
不
思
議
解

境
界
普
賢
行
願
品

（
普
賢
行
願

；

華

經

入
法
界
品
）
は
善
財
童
子
が
菩
薩
行
と
は
何
か
を
求
め
て
五
十
三

の
善
知
識
に
参
じ
る
物
語
で
あ
り
、
善
財
童
子
は
善
知
識
を
訪
ね
る
度
毎
に
、
菩
薩
行
を
如
何
に
し
て
学
び
、
修
す
か
を
問
い
、
乃
至
、

如
何
に
し
て
菩
薩
行
を
満
足
し
、
浄
め
、
転
じ
、
深
入
し
、
出
生
し
、
観
察
し
、
増
広
し
、
成
就
し
、
如
何
に
し
て
普
賢
行
を
疾
得
円
満

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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す
る
か
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
普
賢
菩
薩
が
示
し
た
の
が
普
賢
の
十
大
行
願
、
い
わ
ゆ
る
十
大
願
王
で
あ
る
。
そ
の
項
目

は
次
の
十
で
あ
る
。
①
禮
敬

佛
、
②

如
來
、
③
廣
修
供

、
④
懺

業
障
、
⑤
隨
喜
功

、
⑥

轉
法
輪
、
⑦

佛

世
、
⑧
常

隨
佛
學
、
⑨
恒
順
衆
生
、
⑩
普
皆
回
向
。

澄
観
が
行
願
品
に
つ
い
て

行
願
一
品
、

華

關
鍵
、
修
行
樞
機

（

続
蔵
七
・
四
三
三
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
行

願
品
の
結
論
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
華

大
經
一
部
の
鍵
で
あ
り
修
行
の
枢
機
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
普
賢
十
大
願
の
一
々
の
内
容

は
周
知
の
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
紹
介
お
よ
び
検
討
を
省
略
す
る
が
、
自
己
の
修
行
は
す
べ
て
一
切
衆
生
を
救
護
す
る
為
で
あ
る
と
い

う
大
乗
精
神
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
普
賢
菩
薩
が
語
る
次
の
経
文
に
よ
っ
て
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

善
男
子
、
我

求
法
皆

救
護
一
切
衆
生
。
念
念
相
續
、
微
細

察
、
令

法

得
現

。（
大
正
蔵
一
〇
・
八
四
一
ａ
）

礼
敬
諸
仏
が
最
初
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
普
賢
の
行
願
力
を
以
て
深
く
信
解
を
起
こ
す
こ
と
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
菩
薩
の
本
願
・
如
来
の
慈
悲
に
す
が
っ
て
所
願
を
成
就
せ
ん
と
す
る
姿
勢
の
表
明
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
第
九
願
ま
で
の
功
徳
を

悉
く
一
切
衆
生
へ
回
向
す
る
こ
と
が
菩
薩
道
の
根
本
で
あ
り
窮
極
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
、
普
皆
回
向
が
最
後
に
立
て
ら
れ
て
い

る
。さ

て
、
十
願
を
通
じ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る
如
来
、
修
す
る
所
の
供
養
、
随
喜
す
べ
き
功
徳
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る

功
徳
を
回
向
し
随
順
・
救
護
す
べ
き
対
象
で
あ
る
衆
生
な
ど
、
す
べ
て
そ
の
対
象
・
範
囲
は
法
界
・
虚
空
界
を
尽
く
し
て
無
量
無
辺
で
あ

る
こ
と
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
各
行
願
の
全
て
に
お
い
て

我
此
○
○
、
無
有
窮
盡
、
念
念
相
續
、
無

有
間

。
身
語
意
業
無
有
疲
厭

と
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
時
間
も
永
続
し
無
限
で
あ
る
こ
と
が
菩
薩
行
の
成
就
に
と
っ
て
肝

要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
対
象
・
範
囲
・
時
間
の
無
量
・
無
限
・
無
尽
で
あ
る
こ
と
が
普
賢
行

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
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願
の
要
点
な
の
で
あ
る
。
普
賢
の
行
願
と
し
て
示
さ
れ
る
菩
薩
行
は
、
特
定
の
限
ら
れ
た
対
象
に
向
か
い
限
定
さ
れ
た
目
的
で
修
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
十
方
三
世
一
切
諸
仏
を
対
象
に
信
解
を
起
こ
し
、
恭
敬
・
称
讃
・
勧
請
・
供
養
し
、
無
尽
の
業
障
を
懺
悔
し
、
無
量
の

法
門
を
学
び
、
虚
空
に
も
等
し
い
無
辺
の
一
切
衆
生
を
救
護
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
間
断
な
く
行
じ
続
け
て
正
念
相
続
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
最
勝
無
上
の
法
門
を
速
や
か
に
成
就
す
る
為
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
本
経
の
主
張
な
の
で

２
あ
る
。

三

華
厳
系
礼
懺
儀
の
特
徴

こ
の
よ
う
な
行
願
思
想
を
儀
式
と
し
て
表
象
し
た
も
の
が
礼
懺
儀
で
あ
る
。
諸
仏
名
を
礼
誦
し
て
罪
過
を
懺
悔
す
る
礼
懺
儀
は
、
魏
晋

南
北
朝
期
に
形
成
・
発
展
し
、
隋
・
唐
に
か
け
て
一
定
の
形
式
が
形
成
さ
れ
、
宋
代
に
至
っ
て
確
立
し
、
明
・
清
代
に
は
、
ほ
ぼ
現
在
の

中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
形
式
が
整
っ
た
。
特
に
、
隋
代
の
天
台
智

に
よ
る

法
華
三
昧
懺
儀

は
、

法
華
經

普
賢
菩
薩

發
品
と

普
賢

經

に
基
づ
き
、
修
習
止
観
と
懺
法
を
合
致
さ
せ
た
体
系
的
な
も
の
で
あ
り
、
以
後
の
礼
懺
儀
の
亀
鑑
と
な
っ
た
。
華
厳
五
祖

と
称
さ
れ
る
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
｜
八
四
一
）
が
製
し
た

圓
覺
經

場
修
證
儀

は
、

圓
覺
經

に
依
る
礼
懺
儀
で
あ
り
、
宋
代
に
多

く
の
礼
懺
儀
軌
が
作
ら
れ
た
際
に
は
よ
く
参
照
さ
れ
た
が
、
華
厳
思
想
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
の
規
式
は
殆
ど

法
華
三
昧
懺
儀

に
拠
っ

て

３
い
る
。

さ
て
、
華
厳
系
の
礼
懺
儀
と
し
て
は
、
賢
首
大
師
法
蔵
（
六
四
三
ー
七
一
二
）
の

華

經
傳
記

五
に
以
下
の
儀
軌
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

①

華

經
中
佛
名

二

、

菩
薩
名

一

。

法
蔵
の
頃
す
で
に
誰
の
著
作
か
は
不
明
。

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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②

普
禮

法
一
十
五

天
台
智

の
著
作
と
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
普
礼
し
、
七
処
八
会
の
名
を
引
い
て
、
後
に
毘

那
を
称
え
る
と
い
う
も
の
で
、
法
蔵

の
当
時
は
江
南
で
盛
行
し
て
い
た
と
い
う
、

③

華

齋
記

一

。

出
三
藏
記
集

に
も
見
ら
れ
、
南
朝
梁
の
文
宣
王
の
作
と
さ
れ
る
。
斉
・
梁
以
来
、
大
規
模
な
斎
会
が
た
び
た
び
挙
行
さ
れ
て
い

た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
当
時
、
益
州
宏
法
師
が
華
厳
を
志
し
、
毎
月
十
五
日
に
士
俗
五
・
六
十

人
を
集
め
て
各
々
華
厳
経
一
巻
を
読
誦
し
た
と
い
う
。

④

供

十
門
儀
式

智

の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
不
明
。

⑤

華

三
昧

一

十
門
。

法
蔵
撰
。
普
賢
行
を
そ
の
内
容
と
し
、
金
剛
種
を
結
ん
で
菩
提
因
を
種
え
、
当
来
下
生
の
時
に
華
厳
海
会
に
連
な
る
こ
と
を
説
く
も

の
。

⑥

華

三
寶
禮

十
首
。

十
礼
よ
り
成
り
、
初
礼
で
は
華
厳
経
の
中
で
説
か
れ
る

那
仏
お
よ
び
普
賢
菩
薩
な
ど
一
切
三
宝
を
礼
拝
対
象
と
し
、
そ
の
後
の

七
会
は
七
処
八
会
の
各
処
名
・
法
名
・
諸
菩
薩
の
名
を
称
え
、
第
九
礼
で
は
華
厳
経
の
諸

や
三
宝
を
礼
し
、
第
十
礼
で
伝
説
と
し

て
伝
え
ら
れ
る
所
謂

上
本

、
す
な
わ
ち
十
大
千
界
微
塵
数

の

華

經

の
三
宝
を
礼
し
、

せ
て
経
の
仏
・
法
、
お
よ
び

普
賢
な
ど
の
諸
菩
薩
を
称
え
る
。

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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⑦

華

禮

十

十
首

こ
れ
も
主
に

華

經

の
内
容
に
沿
っ
て
礼
拝
す
る
も
の
で
、
具
体
的
観
想
を
伴
う
。

法
蔵
の
記
述
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
こ
れ
ら
が
世
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
が
、
こ
れ
ら
の
儀
軌
は
今
日
亡
佚
し
て

い
て
内
容
は
殆
ど
知
り
得
な
い
。
中
国
で
は
古
く
よ
り

華

經

を
読
誦
な
い
し
礼
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
昧
に
入
り
悟
り
を
得
ん

と
す
る
伝
統
が
あ
り
、
各
地
で
多
く
の
斎
会
が
催
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
か
ら
次
第
に
読
誦
や
礼
拝
の
方
法
が
ま
と
ま

り
、
儀
軌
が
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
と

え
ら
れ
る
。

北
宋
代
に
至
り
、
晋
水
浄
源
（
一
〇
一
一
〜
八
八
）
が
、
宗
密
没
後
よ
り
振
る
わ
な
か
っ
た
華
厳
の
伝
統
を
復
興
し
教
団
と
し
て
固
め

る
為
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
次
に
あ
げ
る
礼
懺
儀
を
制
定
し
た
。

①

圓
覺
經

場
略
本
修
證
儀

一
巻
（

続
蔵
一
二
九
・
一
ａ
｜
五
ａ
）

②

華

普
賢
行
願
修
證
儀

一
巻
（

続
蔵
九
五
・
五
三
三
ｄ
｜
五
二
七
ｂ
）

③

首

壇
場
修
證
儀

一
巻
（

続
蔵
九
五
・
五
三
七
ｂ
｜
五
四
一
ｂ
）

④

賢
首
國
師
禮

文

一
巻
（
佚；

義
天
録

巻
一
所
録
、
大
正
蔵
五
五
・
一
一
七
二
ｃ
）

こ
れ
ら
の
儀
軌
類
に
対
す
る
検
討
は
既
に
別
稿
で
行

４
っ
た
。
こ
こ
で
は
②

華

普
賢
行
願
修
證
儀

を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
特

徴
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

該
書
は
般
若
訳

四
十
華
厳

行
願
品
に
依
る
礼
懺
儀
軌
で
、
宗
密
の

圓
覺
經

場
修
證
儀

の
略
本
と
し
て
自
ら
製
し
た
①

圓

覺
經

場
略
本
修
證
儀

に
全
面
的
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
結
構
は
異
な
っ
て
い
る
（
通
叙
縁
起
第
一
の
割

注

九
會
十
行
、
皆
載
廣
懺
儀
文
。
自
下
九
門
依
圓
學
懺
。
但
開
合
小
異
耳

続
蔵
九
五
・
五
三
四
ａ
）。
特
に
違
い
が
顕
著
な
の
は

正
坐

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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思
惟

が
除
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
③

首

壇
場
修
證
儀

の
第
十
析
通
観
法
に
お
け
る
説
明
が
参

に
な
る
。

或
謂
繫
念

息
、
實
乃

行
根
本
、
三
乘

。
今
茲
懺
儀
何
不

禀
。
答
曰
、
夫

法
之
設
、
有
方
便
門
、
有

實
門
。
方
便

局
乎

修
、

實
則

於
圓
證
。
今
經
雖
有

息
方
便
、
局
而
不

、
乃

文
殊

奪
。
故
經
云
、
鼻
想
本
權
機
、
祇
令

心

、

心

、
云
何
獲
圓

。
若
乃

實
圓
證
、

而
不
局
、

妙

與
。
故
經
云
、
此
方

體
、

在

聞
、
欲
趣
三

提
、
實
以
聞
中
入
。（

続
蔵
九
五
・
五
四
〇
ｄ
）

す
な
わ
ち
、
数
息
観
は
仏
教
す
べ
て
の
要
道
で
あ
る
の
に
、
い
ま
こ
の
懺
儀
に
お
い
て
何
故
こ
れ
を
用
い
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
を
設

け
、
観
法
に
は
偏
修
に
局
る
方
便
門
と
円
証
に
通
じ
る
称
実
門
と
が
あ
り
、
本
経
（

厳
）
に
は
数
息
観
が
有
る
が
、
こ
れ
は
方
便
門
で

あ
る
か
ら
、
数
息
観
を
取
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。
称
実
門
で
は
、
礼
懺
や
供
養
の
一
々
が
全
て
無
尽
で
あ
る
と
い
う
観
想
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
華
厳
思
想
に
基
づ
い
た
浄
源
の
礼
懺
儀
に
対
す
る
捉
え
方
が
窺
知
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
浄
源
が
屢
々
参
照
し
て
い
る
慈
雲
遵
式
所

撰
の
儀
軌
中
、

生

土
懺
願
儀

に
は

明
坐

法

が
有
る
が
、
他
の
儀
軌
に
は
無
く
、
宋
代
の
礼
懺
儀
の
傾
向
と
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
そ
れ
は
儀
式
の
簡
略
化
を
図
る
と
い
う
事
情
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
智

に
よ
っ
て
礼
懺
儀
に
組
み
込
ま
れ
た
修
習
止
観

が
、
こ
の
時
代
に
略
さ
れ
て
い
く
の
は
、
後
退
の
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
る
。
し
か
し
、
華
厳
系
の
礼
懺
で
は
、
華
厳
教
学
が
教
即
観
・

観
即
教
と
い
う
立
場
を
と
る
の
と
同
様
に
、
礼
懺
そ
の
も
の
が
三
昧
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

華

普
賢
行
願
修
證
儀

と
同
じ
題
名
で
伝
え
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
儀
軌
が
、

続
蔵
で
は
こ
れ
も
浄
源
の
撰
と
し
て
載
録

さ
れ
て
い
る
が
（

続
蔵
九
五
・
五
二
八
ａ
｜
五
三
三
ｃ
）、
こ
れ
は
幾
つ
か
の
理
由
か
ら
浄
源
の
真
撰
で
は
な
い
と
判
断
さ

５
れ
る
。
本
書

は
、
礼
懺
儀
の
中
心
と
な
る

正
修
十
行

第
八
が
普
賢
十
願
の
項
目
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、
陀
羅
尼
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
と
共
に
、

後
述
す
る
西
夏
の
一
行
慧
覚
録

大
方
廣
佛
華

經

印

場
十
重
行
願
常

禮
懺
儀

と
そ
の
特
徴
が
共
通
し
、
両
者
に
何
ら
か
の
関

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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係
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

６
れ
る
。
こ
の

華

普
賢
行
願
修
證
儀

第
十

端
坐
思
惟

の
内
容
は
、
遼
の
道

（
道
宗
期

〔
一
〇
五
五
｜
一
一
〇
一
〕
の
人
）
が
著
し
た

顯
密
圓

佛
心

集

で
顕
教
心
要
と
密
教
心
要
が
説
か
れ
る
中
、
前
者
の
第
五
不
思

議
乗
円
教
を
所
々
略
し
つ
つ
書
名
を
提
げ
る
こ
と
な
く
抄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

顯
密
圓

佛
心

集

で
は
、
そ
の
修
普
賢

行
海
を
①
諸
法
如
夢
幻
観
・
②
真
如
絶
相
観
・
③
事
理
無
礙
観
・
④
帝
網
無
盡
観
・
⑤
無
障
礙
法
界
観
の
五
門
に
開
き
、
①
〜
④
ま
で
を

四
法
界
観
に
配
し
、
⑤
を
四
法
界
の
所
依
た
る
総
法
界
観
と
す
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
う
ち
④
と
⑤
の
み
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、

端
坐
思
惟

と
い
っ
て
も
、
智

の

小
止

に
基
づ
い
て
罪
過
の
本
来
空
な
る
を
観
じ
る
実
相
観
が
記
さ
れ
た
宗
密
の

圓
覺
經

場
修
證
儀

の
正
坐
思
惟
と
は
異
な
り
、
真
心
観
お
よ
び
修
懺
の
全
体
に
関
わ
る
心
的
工
夫
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
密
の

圓
覺
經

場
修
證
儀

よ
り
も
、
む
し
ろ
一
歩
進
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
元
初
ま
で
活
躍
し
た
西
夏
の
賀
蘭
山
慈
恩
寺
一
行
慧
覚
（
生
卒
未
詳
）
撰

大
方
廣
佛
華

經

印

場
十
重
行
願
常

禮

懺
儀

（

続
蔵
一
二
八
所
収
）
は
、
四
十
二
巻
か
ら
成
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
行
願
品
の
経
文
に
沿
っ
て
所
出
の
仏
菩
薩
等
に

対
し
て
礼
拝
と
懺
悔
を
四
二

に
渉
っ
て
行
う
も
の
で
、
第
二

ま
で
は
普
賢
十
大
願
の
項
目
を
礼
懺
儀
礼
に
よ
っ
て
実
践
す
る
形
を
示

し
て
い
る
。
陀
羅
尼
を
多
く
用
い
る
の
は
、
西
夏
が
密
教
を
受
容
し
、
こ
れ
を
重
ん
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
宗
密
の

圓
覺
經

場

修
證
儀

に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

正
坐
思
惟

は
第
一

で
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
宗
密
が
依
用
し
た
天
台
止
観

で
は
な
く
、
密
教
的
な
観
想
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
辺
仏
刹
海
三
世
一
切
如
来
を
至
心
に
諦
想
し
、
一
々
仏
菩
薩
の
前
で
慇
懃
に
恭

敬
作
礼
囲
遶
し
て
い
る
と
観
想
す
る
。
ま
た
、
種
種
の
供
具
が
一
切
聖
衆
を
供
養
し
て
い
る
と
観
想
し
、
供
養
し
了
れ
ば
、
自
心
は
本
よ

り
生
滅
無
く
、
法
爾
円
成
し
て
光
明
の
普
く
照
ら
す
こ
と
虚
空
の
如
し
と
観
想
す
る
。
ま
た
、
深
く
慈
念
を
起
こ
し
、
自
心
を
悟
ら
ず
輪

廻
し
て
い
る
衆
生
を
憐
れ
み
、
み
な
化
度
し
て
聞
解
せ
し
む
る
と
観
じ
る
。
ま
た
、
自
心
と
諸
衆
生
心
と
及
び
仏
心
と
が
本
よ
り
無
差
別

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）

三
八



平
等
一
相
で
あ
り
、
大
菩
提
心
を
成
じ
、
そ
の
菩
提
心
は
明
徹
清
浄
に
し
て
広
大
周
遍
し
、
円
満
白
浄
に
し
て
虚
空
に
等
し
い
大
月
輪
を

成
じ
、
そ
の
月
輪
上
に
金
色
の
啞
字
を
観
じ
て
、
そ
の
啞
字
が
無
量
光
を
十
方
界
に
放
ち
、
一
々
の
光
の
中
に
無
量
仏
刹
が
有
り
、
一
々

の
仏
刹
に
無
量
諸
仏
が
あ
り
、
一
々
諸
仏
菩
薩
は
囲
遶
し
て
等
正
覚
を
成
じ
、
智
は
三
世
に
入
り
、
身
は
十
方
に
遍
く
大
法
輪
を
転
じ
て

衆
生
の
苦
を
救
い
、
成
仏
せ
し
め
る
と
観
想
す
る
。
そ
し
て
、
啞
字
の
自
性
は
無
生
の
真
理
で
あ
り
、
一
切
の
想
は
空
で
あ
り
自
性
に
依

っ
て
住
す
と
観
じ
る
。
も
し
、
疲
倦
す
れ
ば
短
く
啞
字
を
二
十
一
編
称
え
る
。

正
坐
思
惟
。
上
來
十
門
、
事
行
方
便
。
一
一
如
文
見
法
、
不
得

文

意
。
須
令
全
理
之
事
了
了
。
當

便
入

行
、
以

久
長

之
境
也
。

念
禁
意
、
閉
目
端
身
、
結

坐
、
至
心

想
無
邊
佛
刹

三
世
一
切
如
來
、
於
一
一
佛
菩
薩

、
慇
懃
恭
敬
、
作

禮
囲
遶
。
又
以
種
種
供

雲

供

如
是
等
一
切

衆
、
廣
供

已
、
應

自
心
、
本
無
生
滅
、
法
爾
圓

。
光
明
普
照
、

如

。
又
深

念
、
憐
愍
衆
生
不
悟
自
心
輪
轉

趣
、
我
皆

度
、
令
得
聞
解
。
又

自
心

衆
生
心
及

佛
心
、
本
無
差
別
、

等
一
相
、

大
菩
提
心
、
明
徹

大

、
圓

白

、

大
月
輪
、
等

量
、
無
有
邊
際
、
於
彼
月
輪
上
、
想
一
金
色
啞

字
、
放
無
量
光
、

十
方
界
、
一
一
光
中
、
有
無
量
佛
刹
、
一
一
佛
刹
、
有
無
量

佛
、
一
一

佛
菩
薩
囲
遶

等
正
覺
、
智
入
三

世
、
身

十
方
、
轉
大
法
輪
、
救
衆
生
苦
、

佛
畢
已
。

想
啞
字
自
性
無
性

理
、
一
切
想

、
依
自
性
而

。
若
疲
倦
時
、
誦

短
啞
字
二
十
一

。（

続
蔵
一
二
八
、
一
四
五
ｃ
）

無
尽
の
諸
仏
を
礼
し
、
無
量
の
一
切
衆
生
に
代
わ
っ
て
懺
悔
す
る
華
厳
の
礼
懺
儀
が
、
密
教
的
観
想
法
を
導
入
し
て
い
く
の
は
必
然
的

な
動
き
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
西
夏
で
は
戦
乱
が
続
い
た
為
か
、

金
光
明
経

や

法
華
経

に
依
る
国
家
規
模
の
礼
懺
儀
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い

７
た
が
、
そ
の
様
相
を
窺
知
す
る
資
料
と
し
て
本
書
は
歴
史
的
に
も
重
要
な
価
値
が
有
る
。

こ
の
ほ
か
、

華

印

場
九
會

佛
儀

と

華

場

止
大
略

が

続
蔵
一
二
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
そ

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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の
題
辞
か
ら
、
こ
れ
も
一
行
慧
覚
の
撰
述
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

華

經

の
内
容
に
沿
っ
て
諸
仏
を
礼
懺
す
る
際
の
文
句
が
記
さ

れ
た
簡
単
な
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、

華

場

止
大
略

は
著
者
や
製
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

香

、

華

止
儀

、

開

經

、

普
回
向
文

、

隨
州
大
洪
山

寺
禮
華

經
文

の
順
で
記
さ
れ
て
い
て
、
今
日
の
中
国
仏
教
で
読
誦
さ
れ
て
い
る

門

日
誦

の
も
と
に
な
っ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

華
厳
系
礼
懺
儀
は
、
坐
禅
法
が
除
か
れ
て
も
礼
懺
そ
の
も
の
が
三
昧
を
含
む
も
の
（
或
い
は
三
昧
そ
の
も
の
）
で
あ
り
、
必
ず
自
利
利

他
一
体
の
行
願
思
想
が
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
切
衆
生
の
罪
過
を
代
受
し
て
悔
過
礼
懺
を
行
じ
、

そ
の
利
益
は
一
切
衆
生
に
回
向
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、
修
行
者
個
人
や
一
人
の
施
主
の
願
い
を
成
就
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

い
き
お
い
国
家
護
持
や
世
界
平
和
と
い
っ
た
規
模
の
も
の
と
な
る
。
現
在
、
南
都
東
大
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
修
二
会
等
の
悔
過
法
要
が
そ

の
好
例
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
悔
過
法
要
は
古
来
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
往
々
に
し
て
政
治
的
意
図
を
伴
い
、
と
き
に
外
交
問
題

に
利
用
さ
れ
や
す
い
の
で
あ
る
。

四

礼
懺
の
効
果
と
意
義

礼
懺
儀
は
中
国
で
道
家
や
儒
家
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
が
、
現
在
で
も
主
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

礼
懺
は
、
華
厳
系
統
の
も
の
に
限
ら
ず
、
仏
名
経
典
や
懺
悔
経
典
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
礼
仏
懺
悔
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
始
劫
来
の
罪

過
を
滅
除
し
菩
提
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
止
観
実
相
を
組
み
入
れ
た
天
台
の
懺
法
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
、
中
国
の
礼
懺
儀
は
主

に
治
病
息
災
な
ど
の
現
世
利
益
的
効
果
を
期
待
し
て
修
さ
れ
る
例
が
殆
ど
で

８
あ
り
、
そ
の
後
も
儀
礼
に
現
世
利
益
的
効
果
へ
の
期
待
が
附

加
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
の
立
場
に
立
つ
と
き
、
自
懺
と
し
て
の
側
面
と
利
他
と
し
て

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）

四
〇



の
現
世
利
益
を
期
待
す
る
側
面
は
一
体
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
菩
薩
道
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
あ
ら
ゆ
る
功

徳
は
一
切
衆
生
に
回
向
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
回
向
に
よ
っ
て
は
衆
生
に
安
楽
を
与
え
、
病
苦
を
除
き
、
悪
法
に
向
か
わ
せ
な
い
と

い
う
現
世
利
益
が
齎
さ
れ
る
こ
と
は
、
行
願
品
の
経
文
に
説
か
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
一
切
衆
生
に
代
わ
っ
て
自
ら
苦

を
受
け
る
と
い
う
大
乗
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

復

善
男
子
。
言
普
皆

向

。

初
禮

。
乃
至
隨
順
。

有
功

。
皆
悉

向
。
盡
法
界
。

界
。
一
切
衆
生
。
願
令
衆
生

常
得
安

。
無

病
苦
。
欲
行

法
皆
悉
不

。

修
善
業
。
皆

就
。
關
閉
一
切

趣
門
。
開
示
人
天
涅
槃
正
路
。
若

衆

生
。
因
其
積
集
諸

業
故
。

感
一
切
極
重
苦
果
。
我
皆
代
受
。
令
彼
衆
生
悉
得
解

。
究
竟

就
無
上
菩
提
。
菩
薩
如
是

修

向
。

界
盡
。
衆
生
界
盡
。
衆
生
業
盡
。
衆
生
煩

盡
。
我
此

向
無
有
窮
盡
。
念
念
相
續
無
有
間

。
身
語
意
業
無
有
疲
厭
。

（
大
正
蔵
一
〇
・
八
四
六
ｂ
）

で
は
、
苦
は
個
人
の
業
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
に
、
そ
れ
を
如
何
に
し
て
代
わ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問

に
対
し
澄
観
は

行
願
品
疏

に
お
い
て
、
回
向
が
可
能
な
の
は
、
大
願
と
苦
は
と
も
に

真
性

で
あ
り
、
即
真
の
大
願
に
よ
っ
て
即

真
の
苦
に
冥
合
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
法
界
を
自
ら
の
身
と
し
、
自
他
異
な
る
こ
と
が
無
い
か
ら
、
菩
薩
は
一
切
衆
生
の
苦
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

發
心
代
苦
。
苦
由
業
生
、
何
能
代
之
。
略
有
七
意
。【
一
】

悲
意

。
自
超
（
鈔
作

居
）
凡
境
。
事
未
必
能
。【
二
】
修

苦
行
。

後
能
與
物

上

。

名
代
苦
。【
三
】
留
惑
潤
生
。
受
有
苦
身
。

物

法
、
令
不

、
因
亡
果
喪
、

名

代
。【
四
】
若

見
衆
生

無
間
業
當
受
大
苦
、
無
異
方
便
、

須

命
、
自

地
獄
、
令
彼

苦
、

名

代
。【
五
】
由
初
發
心
、
常
處

趣
乃

至

世
、
身

大
魚
。

名

代
。【
六
】
大
願
與
苦
、
皆
同

性
。
今
以

之
大
願
。

至

之
苦
。【
七
】
法
界

身
。
自

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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他
無
異
。
衆
生
受
苦
。

是
菩
薩
。
上
七
義
中
。
初
唯
意

。

二

。

二
實
代
。
後
二
理

。
然

有

方
能
代
耳
。（

続
蔵
七
・
三
八
二
ｄ
／
鈔
四
七
六
ｂ
）

多
く
の
他
人
の
苦
し
み
を
自
己
の
一
身
に
代
受
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
は
、
自
身
と
一
切
衆
生
な
い
し
法
界
の
森
羅
万
象
と
は
同

体
で
あ
る
と
い
う
三
昧
よ
り
起
来
す
る
宗
教
的
確
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
礼
拝
は
が
ん
ら
い
個
人
的
意
志
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
儀
礼
（
法
会
）
と
い
う
集
団
で
行
わ
れ
る
の
は
、
一
堂
に

会
す
る
大
衆
と
の
一
体
感
に
よ
っ
て
衆
生
に
随
順
す
る
感
覚
を
齎
す
効
果
が
有
る
と
思
わ
れ
る
。
行
願
品
の
文
に

有
與
我
同
行

。
於
一
切
處
同
集
會
。
身
口
意
業
皆
同
等
。
一
切
行
願
同
修
學
。

有

我
善
知
識
。

我
顯
示
普
賢
行
。
常
願

與
我
同
集
會
。
於
我
常
生

喜
心
。（
大
正
蔵
八
四
・
八
四
七
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
個
人
の
修
行
は
常
に
一
切
衆
生
と
共
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
道
場
の
荘
厳
と
そ
れ
に
伴
う
随
喜
者
へ
の
啓
発
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
同
時
に
、
主
に
そ
の
効
果
・
利
益
の
増

長
も
期
待
さ
れ
て
い
よ
う
。
儀
礼
に
は
普
通
、
信
徒
た
ち
へ
の
回
向
が
組
み
込
ま
れ
、
信
徒
個
人
の
願
い
に
応
じ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
礼
仏
を
通
じ
て
個
人
の
罪
過
を
懺
悔
し
、
究
極
的
に
は
悟
り
に
至
る
と
い
う
礼
懺
儀
の
本
旨
に
反
す
る
よ
う

に
も
思
え
よ
う
が
、
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
の
行
願
思
想
で
は
、
自
ら
深
く
信
解
を
起
こ
し
て
精
進
す
る
こ
と
と
同
じ
く
、
衆
生
に

随
順
し
、
功
徳
を
回
向
す
る
こ
と
は
菩
薩
行
の
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。

五

結

び

上
来
、
大
乗
仏
教
徒
に
お
け
る
祈
り
の
問
題
と
し
て
、
行
願
思
想
に
注
目
し
、
そ
の
一
つ
の
在
り
方
（
実
践
方
式
）、
乃
至
そ
の
表
出

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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と
し
て
華
厳
の
礼
懺
儀
を
例
に
取
り
上
げ
た
。

そ
の
結
果
、
華
厳
の
礼
懺
は
、
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
の
大
乗
精
神
を
支
柱
と
す
る
行
願
思
想
に
基
づ
く
実
践
で
あ
り
、
そ
の
表

出
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
宋
代
の
浄
源
や
、
そ
れ
以
後
の
華
厳
系
礼
懺
儀
で
は
、
天
台
の

法
華
三
昧
懺
儀

に

準
じ
て
儀
礼
に
こ
と
さ
ら
坐
禅
を
加
え
る
宗
密
の

圓
覺
經

場
修
證
儀

よ
り
一
歩
進
ん
で
坐
禅
を
省
き
、
礼
懺
こ
そ
三
昧
そ
の
も
の

で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
対
象
・
範
囲
・
時
間
は
無
量
・
無
辺
・
無
尽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
行
願
思
想
の
要

点
で
あ
る
。

た
だ
し
、
礼
懺
儀
は
行
願
と
い
う
菩
薩
道
の
一
つ
の
在
り
方
、
ま
た
は
そ
の
表
出
の
一
形
式
で
あ
る
と

え
る
と
き
、
坐
禅
・
念
仏
・

頭
陀
行
な
ど
、
そ
の
在
り
方
や
表
現
形
式
は
種
々
有
り
得
る
は
ず
で
、
そ
う
い
っ
た
行
い
の
各
々
の
中
に
諸
波
羅
蜜
・
諸
善
行
の
全
て
が

含
ま
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
特
定
の
時
間
内
、
特
定
の
場
所
で
、
特
定
の
規
式
に
則
り
、
特
別
な
対
象
に
向
か
っ
て
行
う
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
日
常
の
喫
茶
喫
飯
・
一
挙
手
一
投
足
が
礼
懺
で
あ
り
、
即
ち
三
昧
で
あ
り
、
普
賢
の
行
願
が
迸
っ
て
い
る
と
い
っ
た

在
り
方
こ
そ
、
経
に
も
曰
う

念
念
相
續
、
無
有
間

で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
荘
厳
さ
れ
た
道
場
に

お
い
て
規
式
に
則
り
礼
懺
を
し
て
い
る
時
の
み
が
、
あ
る
い
は
山
に
籠
る
な
ど
し
て
坐
禅
を
し
て
い
る
時
の
み
が
行
願
の
姿
な
の
で
は
な

い
。ま

た
、
菩
薩
道
は
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
普
賢
の
行
願
は

一
切
衆
生
を
救
護
せ
ん
と
す
る
利

他
の
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
を
間
断
無
く
念
念
相
続
し
て
最
勝
の
法
を
速
や
か
に
現
前
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る

と
普
賢
自
ら
経
の

中
で
説
き
、
利
他
の
方
か
ら
入
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
普
賢
行
願
と
い
う
大
乗
精
神
の
妙
味
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
救
護
す
べ
き
衆
生
は
無
辺
に
存
し
、
断
除
す
べ
き
煩
悩
も
無
尽
に
存
す
る
。
ま
た
、
道
場
に
お
い
て
い
く
ら
礼
懺
を
し
、

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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山
中
に
籠
る
な
ど
し
て
坐
禅
を
し
て
も
、
ま
た
、
た
と
え
悟
り
を
開
い
て
一
切
衆
生
と
共
に
有
る
と
い
う
宗
教
的
境
涯
に
入
る
こ
と
は
あ

っ
て
も

そ
れ
は
自
利
行
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
は
あ
る
が

、
具
体
的
に
苦
し
ん
で
い
る
人
は
後
を
絶
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
菩

薩
の
行
願
も
尽
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
は
大
乗
の
修
行
者
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
一
切
諸
仏
を
礼

し
、
一
切
衆
生
を
度
し
、
一
切
煩
悩
を
断
ず
る
と
い
う
現
実
に
は
限
り
な
く
不
可
能
な
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
、
自
他
一
体
・
一
即
一

切
と
い
う
天
地
自
然
・
森
羅
万
象
と
一
枚
に
成
っ
た
宗
教
的
確
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
唯
心
の
理
、
一
即
一
切
の
理
を
悟
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
自
己
の
内
に
お
い
て
は
成
立
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
理
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
独
善
の
謗
り
を
免
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
い
。
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
利
他
の
精
神
を
以
て
一
つ
一
つ
眼
前
の
も
の
ご
と
に
全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん
で
行
じ

続
け
る
し
か
な
か
ろ
う
。
一
切
衆
生
と
共
に
苦
悩
の
中
を
歩
み
続
け
る
こ
と
、
己
を
忘
れ
て
利
他
と
一
つ
に
な
る
こ
と
は
、
行
願
の
根
本

に
脈
打
つ
菩
提
心
の
顕
現
で
あ
り
、
華
厳
の
法
界
観
に
い
う
本
有
修
証
の
在
り
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
他
と
の
ふ
れ
合
い
の
中

に
悟
り
は
現
前
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
如
何
に
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
か
を
悩
み
祈
り
続
け
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
ら
悟
る
こ

と
以
上
に
大
切
で
あ
る
と

え
る
。
こ
の
意
味
で
、
天
台
宗
の
伝
教
大
師
最
澄
が
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
詞
で
は
あ
る
が
、

一
隅
を
照

ら
す

こ
と
は
行
願
を
実
現
す
る
鍵
と
な
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
誰
も
に
具
わ
る
仏
心
よ
り
発
露
し
来
た
る
同
体
慈
悲
は
、
そ
の
ま
ま
礼
懺

で
あ
り
、
三
昧
の
現
前
で
あ
り
、
こ
れ
を
呼
び
覚
ま
し
、
長
養
し
、
念
念
相
続
す
る
こ
と
は
自
利
・
利
他
に
通
じ
る
行
願
で
あ
る
と
、
華

厳
の
礼
懺
は
語
っ
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

註

１

澄
観

行
願
品
疏

釋
品
名

第
二
釋
能
入

。
謂
普
賢
行
願
。
…
…
菩
薩
發
大
願
決
定
修

行
。
此
二
相
扶
如
車
二
輪
如
鳥
二

。

（

続
蔵
七
・
五
二
九
ａ
）

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）
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２

十
大
願
を
集
約
す
れ
ば
、
今
日
広
く
読
誦
さ
れ
て
い
る

四
弘
誓
願
文

や
密
教
で
用
い
る

五
大
願

に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

３

池
田
魯
参

円
覚
経
道
場
修
証
儀

の
礼
懺
法

（

鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集：

中
国
の
仏
教
と
文
化

）
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八

年
一
二
月
。

４

拙
稿

宋
代
に
お
け
る
華
厳
礼

儀
軌
の
成
立

（

印
仏
研

五
二
｜
一
〔
一
〇
三
〕
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
〇
日
）

５

筆
写
は

宋
代
に
お
け
る
華
厳
礼
懺
儀
軌
の
成
立

（

印
仏
研

五
二
｜
一
〔
一
〇
三
〕
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
で
、
該
書
が
他
の
浄
源

所
撰
の
礼

儀
軌
と
比
べ
て
特
異
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
浄
源
の
真
撰
で
な
い
可
能
性
が
有
る
と

え
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
い
ち
お

う

続
蔵
の
記
述
に
従
い
、
浄
源
の
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
受
け
て
王
頌
氏
は

華

普
賢
行
願
修
證
儀

甲
本
の
著

者
に
つ
い
て

（

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究

二
〇
〇
四
年
五
月
）
で
改
め
て
該
書
と
そ
の
他
の
浄
源
所
撰
の
礼
懺
儀
軌
と
を
比
較
検
討
し
、
そ

の
内
容
の
特
異
性
を
一
歩
進
ん
で
確
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に
古
い
目
録
類
に
無
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
が
浄
源
の
真
撰
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
た
。
現
時
点
で
は
誰
の
著
作
か
を
確
定
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
筆
写
も
氏
の
研
究
成
果
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

６

前
註
拙
稿
で
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
に

大
方
廣
佛
華

經

印

場
十
重
行
願
常

禮
懺
儀

の
著
者
に
つ
い
て
は

続
蔵
本

の
記
述
の
ま
ま

蘭
山
雲

慈
恩
寺
護
法
国
師
一
行
沙
門
慧
覺
依
經

と
紹
介
し
た
が
、
蘭
山
を

山
東
省
臨

市
蘭
山
区

と
推
定

し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
釋
大
田
（
荘
崑
木
）
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
に
韓
国
ソ
ウ
ル
の
中
央
僧
伽
大
学
で
開
か
れ
た
韓
国
佛

學
結
集

大
会
で

宗
密
以
後
の
華
厳
宗
再

｜
西
夏
蘭
山
雲

慈
恩
寺
護
法
国
師
一
行
沙
門
慧
覚
依
経
録

大
方
廣
佛
華

經

印

十
重
行
願
常

遍
禮
懺
儀
（
華

懺
儀
）

を
中
心
と
し
て
｜

と
い
う
発
表
を
行
い
、
そ
の
中
で
そ
の
誤
り
を
訂
正
し
、
後
註
に
あ
げ
た
史
金
波
氏
の
論

文
に
よ
っ
て
蘭
山
は
旧
西
夏
に
属
す
る
寧
夏
銀
川
西
北
の
賀
蘭
山
（
現
在
の
遼
寧
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（

韓
国
佛

學
結
集
大
会

論
集

v
o
l.
2,
N
o
.
1,
2004.05.

）。
筆
者
は
こ
れ
に
先
立
ち
二
月
に
中
国
甘
粛
省
安
西
に
あ
る
楡
林
窟
を
訪
れ
た
際
、
第
二
十
九
窟
に
あ
る

国
師
像
が
、
同
書
に
大
夏
国
華

祖
師
の
一
人
と
し
て
礼
拝
対
象
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る

義
国
師
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
か
ら
、

西
夏
の
華
厳
宗
に
つ
い
て
調
べ
、
同
書
の
著
者
一
行
慧
覚
の
住
し
た
蘭
山
が
旧
西
夏
の
賀
蘭
山
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
西
夏
華
厳
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

７

史
金
波

西
夏
仏
教
史
略

（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
八
月
）
参
照
。

８

鹽
入
良
道

法
華
懺
法
と
止
観

（
関
口
真
大

止
観
の
研
究

岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
一
一
月
。）、
同

中
国
仏
教
儀
礼
に
お
け
る

懺
悔
の
受
容
過
程

（

印
仏
研

一
一
｜
二
、
一
九
六
三
年
三
月
）

華
厳
の
礼
懺
（
吉
田

剛
）

四
五
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